
 

 

 

    

                                               

     こども感染症情報 週報第 589号 

☆ 管内の主な感染症の流行状況 ☆ 
疾患名 管内状況第20週(5/16～5/22)（19週） （参考）秋田県の状況　

発生数（人） 前週との比較 第19週(5/9～5/15）

イ ン フ ル エ ン ザ  　8 （12） ＜全県の発生状況＞

感 染 性 胃 腸 炎 　51 （41）
１位：感染性胃腸炎
（全県で前週より32%増加）

溶 連 菌 咽 頭 炎 　18 （21）
２位：インフルエンザ
（全県で前週より77%減少）

水 痘 　 2 （ 1）
３位：溶連菌咽頭炎
（全県で前週より73%増加）

手 足 口 病 　 0 （ 0）
４位：伝染性紅斑
５位：咽頭結膜熱

伝 染 性 紅 斑
（ リ ン ゴ 病 ） 　10 （10）

咽 頭 結 膜 熱 　 0 （ 3）

Ｒ Ｓ ウ イ ル ス 感 染 症 　 1 （ 0） 伝染性紅斑： 湯沢,北秋田

突 発 性 発 疹 　 2 （ 3） 百　日　咳： 北秋田

 ※ 「管内状況」は橫手保健所管内の５小児科医療機関による　　　

 ※ 「秋田県の状況」は秋田県感染症情報センターによる　　　

県内の警報

＜ 腸管出血性大腸菌感染症 ＞ 
 

Ｏ157という型がよく知られている腸管出血性大腸菌感染症ですが、 

県内で第 19週に、２件報告されています。 

例年６月頃から報告数が増加しますので、注意が必要です。 

 

主な症状  腹痛、水様性下痢 

      小児や高齢者では重症化のリスクが高い 

 

予  防  生肉には菌が付着している可能性があります 

 

⇒ 食肉の生食や加熱不十分な状態で食べるのは止めましょう。 

⇒ 生肉から他の食品が汚染されるのを防ぐため、生肉を扱った 

後は、手指や調理器具を十分洗浄しましょう。 
 

●感染しても軽い症状で済む人もいるようです。手洗いをしましょう。 
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こちらからもご覧になれます http://www.pref.akita.lg.jp/hira-fuku/ 

 

http://www.pref.akita.lg.jp/hira-fuku/

